
●女性問題相談員ネットワーク事業 

 

 

【平成１９年度】 

女性問題相談員ネッ
トワーク事業 

ＤＶを含め女性の人権を侵害するさまざまな
問題の解決を図るため、官民の相談員や専門
家のネットワークづくりに寄与する。 

対 象：市町村の相談員、ＮＰＯ等民間団体、
弁護士等 
定 員：１２０人 
参加者：１２３人（応募１２３人） 
受講料：無料 

日時 テーマ 講師 

分科会１「外国籍女性の事例」 
後藤美樹(財団法人愛知県国際交流協会多文化
ソーシャルワーカー) 
市野光信(行政書士) 

分科会２「一時保護を考える事例」 
浜口潤子(愛知県女性相談センター所長) 
笹原牧太(愛知県中央児童・障害者相談センター
児童相談課長) 

講演「生活再建に向けての法的支援」 長谷川京子(弁護士) 
１２／１３（木） 
１０：００～１６：００ 

シンポジウム 
「それぞれの立場から生活再建を考える」 

後藤美樹(財団法人愛知県国際交流協会多文化
ソーシャルワーカー) 
市野光信(行政書士) 
浜口潤子(愛知県女性相談センター所長) 
笹原牧太(愛知県中央児童・障害者相談センター
児童相談課長) 
長谷川京子(弁護士) 

 

 

【平成１８年度】 

女性問題相談員ネッ
トワーク事業 

ＤＶを含め、女性の人権を侵害するさまざまな問題の解決を
図るため、官民の相談員や専門家のネットワークの必要性の
意識の向上を図る。 

対 象：市町村の相談員、ＮＰＯ
等民間団体、弁護士等 
定 員：１２０人 
参加者：１２８人（応募１２８人）
受講料：無料 

日時 テーマ 講師 

分科会１「相談体制の充実や被害者心理の理解について」 高畠克子(東京女子大学教授) 

分科会２「安全な生活に向けての法的支援」 可児康則(弁護士) 

分科会３「外国籍ＤＶ被害者への支援」 吉田容子(弁護士) 
１２／１（金） 
１０：００～１６：００ 

シンポジウム 
「ＤＶ被害者支援における協働（コラボレーション）とは」

高畠克子(東京女子大学教授) 
可児康則(弁護士) 
吉田容子(弁護士) 

 

 

【平成１７年度】 

女性問題相談員ネッ
トワーク事業 

ＤＶを含め、女性の人権を侵害するさまざまな問題の解決
を図るため、官民の相談員や専門家のネットワークの必要
性の意識の向上を図る。 

対 象：市町村の相談員、ＮＰＯ等
民間団体、弁護士等 
定 員：１２０人 
参加者：１１８人（応募１１８人）
受講料：無料 

日時 テーマ 講師 

講演「ネットワークの構築をめざして－佐賀県の現状から」
原田恵理子(佐賀県ＤＶ総合対策セ
ンター所長) 

講義「ＤＶ防止法と女性の人権」 戒能民江(お茶の水女子大学教授) 

講義「ＤＶ被害に遭うということ－心・身体・暮らし－」 白川美也子(天竜病院精神科医長) 
１２／１５（木） 
９：３０～１６：４５ 

併せて、「配偶者からの暴力被害者支援基礎セミナー」（内閣府、国立女性教育会館、愛知県と
の共催）を１２月１５日（木）～１６日（金）まで１泊２日の日程で開催し、全国から４５名の
参加者があった。 

 



【平成１６年度】 

女性問題相談員ネッ
トワーク事業 

ＤＶを含め女性の人権を侵害するさまざまな問題の解
決を図るため、官民の相談員や専門家のネットワーク
の必要性の意識の向上を図る。 

対 象：市町村の相談員、ＮＰＯ等民
間団体、弁護士等 
定 員：１２０人 
参加者：１３５人（応募１３５人） 
受講料：無料 

日時 テーマ 講師 

心理劇「ＤＶ防止シアター・当事者の声」 フェミニストカウンセリングなごや 

分科会１「緊急対応」 
フェミニストサポートセンター・東海、
かけこみ女性センターあいち 

１／１８（木） 
１０：３０～１５：３０ 

分科会２「心理的サポート」 
フェミニストカウンセリングなごや、
ウィメンズカウンセリング名古屋ＹＷＣＡ

 

 

【平成１５年度】 

ＤＶ対策専門相談員
ネットワーク事業 

ＤＶの防止、被害者の保護及びサポートを目的に、
県内市町村の相談員、ＮＰＯ等民間団体、弁護士
等が一堂に会し関係機関相互のネットワークの形
成の促進を図る。 

対 象：市町村の相談員、ＮＰＯ等民間団体、
弁護士等 
定 員：１００人 
参加者：１２８人（応募１４２人） 
受講料：無料 

日時 テーマ 講師 

講演 「子どもの虐待の背景に見えたＤＶ」 広岡智子(子どもの虐待防止センター理事) 

パネル展示・発表 

子どもの虐待防止ネットワークあいち、ウィメンズカ
ウンセリング名古屋ＹＷＣＡ、ウィメンズハウスあゆ
み、かけこみ女性センターあいち、フェミニストカウ
ンセリングなごや、つながれっとＮＡＧＯＹＡ、愛知
県国際交流協会、ウィルあいち 

１１／２０（木） 
１０：３０～１５：３０ 

座談会「ＤＶ－もうひとりの被害者、子どもへの
影響を考える」 

渥美浩子(愛知県女性相談センター所長) 
菱田 理(児童養護施設暁学園施設長) 
広岡智子(子どもの虐待防止センター理事) 

 

 

【平成１４年度】 

ＤＶ対策専門相談員
ネットワーク事業 

ＤＶ被害者の保護及びサポートを目的に、県内の
市町村の相談員、ＮＰＯ等民間団体、弁護士、医
師等が一堂に会し関係機関相互のネットワークの
形成の促進を図る。 

対 象：市町村の相談員、ＮＰＯ等民間団体、
弁護士、医師等 
定 員：８０人 
参加者：８９人（応募１１８人） 
受講料：無料 

日時 テーマ 講師 

今求められているネットワークとは 須藤八千代(愛知県立大学助教授) 

民間団体活動報告 

ウィメンズカウンセリング名古屋ＹＷＣＡ、
ウィメンズハウスあゆみ、かけこみ女性セン
ターあいち、フェミニストカウンセリングな
ごや、フェミニストサポートセンター・東海

千葉県の現状と課題 井上さちよ(千葉県男女共同参画課長) 

ウィルあいちＤＶ電話相談報告と分析 雑賀正浩(弁護士) 

１１／１５（金） 
１０：００～１６：００ 

シンポジウム 
「今、求められているネットワークとは」 

須藤八千代(愛知県立大学助教授) 
井上さちよ(千葉県男女共同参画課長) 
雑賀正浩(弁護士) 

 


